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七ッ釜大蛇祭り
　7月20日（日）、七ツ釜において「七ツ釜大蛇

祭り」が行われました。大地の芸術祭アン・

グラ八ム氏の作品「スネーク・パス」のタイ

ル貼りワークショップも並行して行われ、大

勢の人たちで賑わいました。
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みんなで考えよ

簸6回任意協議会

　6月27日働、中里村総合センターで第6回の任意協議会が開催されました。

　第6回の協議会は、新市将来構想の中間報告が行われたほか、補正予算の承認、事務事業調整協議などが主な協

議内容でした。

報告第1号　新市の基本理念・将来像・基本目標（案）の中間報告について

　これまで6回にわたる新市将来構想検討委員会において、「新市建設計画」の根幹となる新市の方向性を討議し

てきました。今回、新市の基本理念や基本目標について取りまとめられ、中間報告が行われました。

《合併の必要性と効果》

①自治能力の向上と総合的行政の展開②厳しい財政状況③日常生活圏の拡大

《新市の基本理念と将来像》

繊墓講理念璽婆麹耕麟灘鐵難i麟　感動灘翻造麟諜懸き鐵難蝿髪馨麟叢艶騰繭i鶴i纏麹慧懲鰯働一

繊将業像贈・薗然・農螺織鱗癒鐵温灘繊還躍動灘爽鞄欝誘難

《新市の基本目標》

　基本目標は、基本理念に基づき将来像を実現するため、新市のまちづくりの施策の大きな方向性を示すものです。

新市では、5市町村がおかれた現状や課題、新市づくりの視点などをふまえ、大きく6つの基本目標を掲げています。

①地域に誇りと愛着をもつ創造性豊かな人づくり②雪国文化や地域資源を活かした、活力ある産業づくり③緑豊か

な自然環境や雪国の風土と調和した、快適な生活環境づくり④子供からお年寄りまで安心・安全・元気に暮らせる

社会づくり⑤人・自然・産業とふれあえ、もてなしの心で迎える体験交流づくり⑥官民の協働と相互扶助の精神に

基づいた、行財政運営のしくみづくり

第7回任意協議会

　7月24日働、十日町市クロス10を会場に、第7回任意協議会が行われました。

　主な議題として・「新市の名称案選定小委員会の設置に　　◆新市の名称案選定小委員会委員

ついて」協議されました。

議案第1号　新市の名称案選定小委員会の設置について

　新市の名称案を選定するにあたり協議に時間を要するた

め、小委員会を設置し協議を進めることとして、新市の名

称案選定小委員会が設置されました。委員は各市町村長及

び各市町村の学識経験を有する者のうち1名という合計10

名で構成。委員長に関谷達治松代町長、副委員長に押木篤

美委員（川西町）が選出されています。

　この小委員会の委任事項は、「名称案の公募（新市将来

構想の概要版が平成15年10月上旬に配布されるのに合わせ

て行う）」「その他選定に必要な事項」となっております。

撮　　　名 所属等 役　　職

滝　沢信　一 十日町市長

田　口　直　人 川西町長
山　本茂　穂 中里村長
関　谷達　治 松代町長 委　員　長

佐　藤　利　幸 松之山町長

樋　口　　誠 十日町市
押　木篤　美 川　西　町 副委員長
貝　沢　洋　次 中　里　村

高橋芳　平 松代　町
相　沢　　亨 松之山町

舎併任意協議会の主な事務事業審議経過

第6回協議会　平成15年6月27日　中里村総合センター

①要援護撞帯携除雪繍助馨業

　市町村社会福祉協議会が実施している事業で、要援護世帯の除排雪経費に対して助成しているもの。5市町村と

　も現行の限度額、25，000円から51，300円で実施している。新市においては、平成13年度で一番高いなかさと村の

　実績平均（32，394円）を少し上回る33，000円を限度として、雪処理券を交付する。ただし、豪雪等の場合は別途

　考慮する。

2



㊤寝捲議鱗考叢等灘護離襲

　介護保険給付費が低い在宅介護を進めるために、要介護3以上の高齢者を在宅介護している場合に一定要件のも

　と、介護者に月額5，000円を給付。合併後3年を目処に見直す。

③鞍宅嚢慶嚇身障霧蝿者糞護蕃当

　障害者福祉充実のため合併後も実施。5市町村の現支給額の平均的な月額5，000円を介護者に支給。対象要件な

　どを定める要綱は十日町市を例に制定。ただし、現受給者は支給対象者として継続。

④欝齢捲軽慶笙活援勤馨業

　自立型ホームヘルプサービス事業と病院付き添い事業は、サービスの高い十日町市の現行制度を適用。

⑥奔護保険料の醤準漏額．賦課．納期

　介護保険料は、同一負担、同一給付の原則に基づき、16年度中に見直し合併時に統一。ただし、第3期介護保険

　事業計画を念頭に、介護保険会計の健全運営を考慮した保険料とする。保険料の普通徴収は、毎月納付。

⑥鰹護保険特i別給樹i

　介護保険給付は法定給付のみとし、特別給付は廃止。ただし、おむつ等購入費支給事業は一般会計で行い、住民

　税課税世帯は月額3，000円、’住民税非課税世帯は月額6，000円とする。

⑦懸護保険欝の独鐵減灘

　一定要件に該当する低所得高齢者に対する独自減免は、十日町市、松代町、松之山町で実施しており、減免条件

　も同じことから3市町の制度を適用。

⑧重蕊遜鎌障蜜鋸惹紙欝襲蓼等購鐵費叢援蒙業

　十日町市、川西町、中里村の3市町村が実施している制度。入所施設が少ない実態から事業を継続。助成額は、

　住民税課税世帯は月額4，000円以内、住民税非課税世帯は月額8，000円以内。

＠馨の難纏環圏
　1．介護保険低所得者負担対策　　2．施設介護サービス　　3．定住促進関連制度

第7回協議会　平成15年7月24日　十日町市クロス10

①難蓬難雛磧務纏繰扱

　財産（現金、有価証券、土地、物品等）及び債務は、原則として新市に引き継ぐ。

　→財産及び債務については、試算と債務の関係を踏まえ、過去の検証を行うのではなく、「将来の新市全体とし

　　ての財産及び債務の規模的な把握」、「財産区の必要性」及び「新市としての適正な基金残高の確保の必要性な

　　ど現時点から合併前日までの財産保全」の3つの観点より協議を行った結果、各市町村の現施策や現計画等を

　尊重することとし、事前申し合わせ事項等は設けず、合併前日の財産及び債務を新市に引き継ぐ。

⑫墓畿の取扱

　（1）財政調整基金、減債基金、国保給付準備基金、介護給付準備基金、土地開発基金、地域福祉基金、ふるさと水

　　と土保全基金は一本化した管理となる。

　（2）その他特定目的基金は、市町村振興基金を加え類似する目的に再編整理する。

　（3）基金の管理・運用・処分は、その基金の設置目的、経緯等をふまえ、かつ、新市建設計画、総合計画その他の

　地域振興計画等に基づくものであることを基本とする。

③傑欝鷺の軽減

　新市における保育料は、構成市町村の軽減率の差が大きいことから当分の問現行どおりとする。新市移行後、保

　育サービスの内容を改善しつつ、保育料の見直しを5年を目処に検討する。

　→現行の構成市町村の軽減率に25％～50％と大きな開きがあり、また構成市町村が取り組んでいる保育サービス

　の内容にも大きな差があることから、激変緩和措置として当分の問、新市の保育料は軽減率を含め現行どおり

　　とする。しかし合併後の新市の責務として、地域問の保育環境格差を是正し、必要な保育サービスを旧市町村

　地域のどこでも享受できる保育体制を目指し、現状の保育サービス内容の改善を図りながら、将来的には保育

　料を均一化する方向で5年を目処に見直しを検討していくこととした。

i④螢繕鵜幾欝婚灘蟻謹・敬鞠劔慶

　出産祝金は第3子以上ゑ対象とし、1子につき50，000円を支給。実施方法は新市で検討。結婚祝金は松代町のみ

　の事業であり、全市に適用は財政的に課題もあり、廃止。

㊨敬灘糞懸講難叢難，蕪・認i憲轟・難幾馨・湯雛・運難螢難識

　助成方式とし75歳以上を対象に、1人あたりの助成額は、平成15年度の十日町市の制度にあわせ1，400円とする。

　（中里村は村直営で実施、飲食経費1，290円（13年度））

3 広報な力酷さと　平成15年8月10日



◎晦繭委謡除雷

　地域事情を鑑み、合併時は現行どおり。住民負担については、5年を目処に検討する。

　→現行は、十日町市を除く4町村は町村道の機械除雪に対する住民負担を原則求めていない。十日町市は、主要

　　な幹線道路は市が全額負担、集落内の生活道路は地域別負担割合（平場30％、中間地20％、山間地5％）に

　　より一定の住民負担を求めている。この住民負担の制度は「自己処理でしかるべき、屋根雪処理に要する経費

　　を住民が応分に負担する」という考え方が基となって始まったもので歴史は古い。現在では「道路除雪は官民

　一体の協力体制・協働作業で行う。」という意識が市全体に浸透している。このように除雪形態の違い及び除

　雪費用の負担に対する住民意識の違いから、4町村と十日町市には「除雪」というものの捉え方に大きな差が

　　あり、合併時に統一した制度は難しいことから、合併時は現行どおりでスタートし、5年を目処に地域間で異

　　なる住民意識の調整を図り、除雪に対する住民負担を改めて検討することとした。

⑦消雪裁鰭謙除雷

　地域事情を鑑み、合併時は現行のとおり。住民負担については、5年を目処に検討する。

　→消雪パイプを設置している市町村は、十日町市・川西町・中里村であり、機械除雪同様の方式となっている。

　川西町・中里村は、機械除雪の代替として捉え、川西町で徴収している新設時の負担（上限1世帯1万円）以

　外は、住民負担を求めていない。十日町市は「道路除雪は官民一体の協力体制・協働作業で行う」という官民

　共通の認識から、新設時及び維持修繕に関し住民負担を求めている。

⑧菟雪住薯整備助成

　克雪住宅協調整備事業は、新潟県の補助制度が継続する間は現状維持。その後は新市において検討。克雪住宅の

　集団的整備事業については、現状維持。

　克雪住宅資金貸付事業は、（貸付条件等の良い）川西町を例にする。松之山町持家住宅改良資金利子補助金は継

　続分のみとし新規受付しない。

⑨馨の纏8環園
　1．指名業者選定基準、2．土地開発公社、3．（調理が困難な高齢者世帯への）配食・会食サービス、4．老人クラブ、

　5．高齢者福祉単独事業（敬老祝い金品）、6．高齢者等の生活支援、7．道路工事分担金、8．流雪溝整備の受益者負担

第3回中里村市町村合併審議会

　前述のように、住民に直接関係してくる事務事業協議が出てきたのをうけて、8月4日（月）に3回目の中里村市町

村合併審議会を開催し、あいさつで、貝沢洋次会長（協議会委員）は、「協議会に参加してきて、ようやく5市町

村がまとまりつつあるように感じる。これからも協議会の中で中里村の民意を反映させていくよう勉強していきた

い。積極的な意見をお願いしたい」と、協議会へ参加していての感想や審議会委員の意見を呼びかけました。

　また、山本村長は「市町村合併は最大の行政改革。家計をひとつにすることで浮いた経費で住民の皆様にサービ

スを提供し、また現状のサービスを維持しようとするもの。」と、5市町村合併の必要性と認識の統一を呼びかけ

ました。

　任意協議会の審議経過及び中里村の新市建設計画（案）（※1）『について一通りの説明を受けた後、保育料に関す

る説明、除雪に関する質問、建設計画に関する要望や意見など、積極的な意見交換がされました。

委　　員「合併したら道路除雪に負担が掛かるようになるの？」

総務課長「当面の間は道路除雪で負担金を取ることはない。」

委　　員「津南町及び松之山町との合併をという声が聞こえるが。」

村　　長r津南町は自立（律）を宣言したのであって合併はないのでは。また、これから違う枠組みでの合併を進め

　　　　たとしても期限内の合併には問に合わない。津南町が任意協に参加しなかったことは、木変残念である

　　　　が、現実のなかで最良の選択をしていかなければならない。」

（※1）新市建設計画を作成するにあたり、各市町村で行われている事業及び計画している事業をまとめるため、中

　　里村の建設計画を作成し、各事業に優先順位をつけて合併協に提出するもの。

◆十日町広域圏合併任意協議会に関する問合せ先……十日町広域圏合併任意協議会事務局　盈52－7725

◆その他市町村合併に関する問合せ先……………一・・中里村役場総務課政策係　晋63－3111

越、～公開で行いま凱傍聴においでくださ嬬～

O合併協議会・新市将来構想検討委員会含同会議　8月12日㈹午後7時～　十田町市市民会館

●第8回合併協議会　　9月2日㈹午後1欝30分顛1州酉町総合センター
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懲、く燃えた

　7月27日（日）中里中学校グラウンドで、『第27回中里村民体育祭』が開催され、各種競技や応援など

において熱戦が繰り広げられました。梅雨の雨でなかなか晴れの日がなかった7月下旬。当日は計った

かのように晴れわたり、日差しは暑いものの涼しい風の吹く中での村民体育祭でした。

　そんな中、優勝のはリレーなどで活躍した第1チームが優勝し、お互いの検討を称えあっていました。
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▲二人三脚

5 広報なかさと平成15年8月10日



が
ん
き
ょ
う

る

懸
よ
憶

「
川
を
き
れ
い
薩
罰
繍
鮒
麟
翻
禰
継
講

か
ら
は
、
河
州
の
滞
れ
が
目
立
っ
て
き
ま
す
。
我
々
が
生
活
を
し
て
ゆ

く
の
に
欠
が
せ
な
い
川
に
つ
い
て
、
田
沢
小
学
校
の
二
太
の
児
童
か
ら
．

川
に
つ
い
て
調
べ
た
結
果
『
川
を
守
る
う
』
『
州
を
き
れ
糖
に
縮
と
蒙

と
め
ら
れ
投
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
躍
環
境
だ
よ
O
”
の
中
驚
紹

介
し
ま
す
。
（
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
載
せ
て
あ
り
ま
す
。
）

田
沢
小
学
校
　
四
年
一
組
（
現
在
五
年
二
組
）

樋
ロ
雄
紀

　
ぽ
く
た
ち
は
、
川
の
こ
と
を
調
べ
ま
し
た
。

　
四
年
生
に
な
っ
て
か
ら
、
川
散
歩
に
行
っ
た
り
、
水
し
つ
け
ん
さ
に
行
っ

た
り
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
一
番
き
れ
い
な
川
は
、
清
津
川
で
し
た
。
水
し
つ
け
ん
さ
の
結

果
か
ら
も
、
一
番
き
れ
い
で
、
魚
も
住
み
や
す
い
と
分
か
り
ま
し
た
。

　
ぎ
ゃ
く
に
一
番
き
た
な
い
川
は
、
ほ
り
の
川
で
し
た
。
水
し
つ
け
ん
さ
か

ら
も
、
き
た
な
い
と
分
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ま
ま
き
た
な
い
川
が

ふ
え
続
け
る
と
、
川
が
ぜ
ん
め
つ
す
る
き
け
ん
が
あ
り
ま
す
。

　
ぽ
く
た
ち
は
、
川
を
守
る
た
め
に
ど
う
す
る
か
を
、
考
え
ま
し
た
。
ま
ず

は
、
一
人
一
人
が
川
に
ゴ
ミ
を
す
て
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
ぽ
く
た
ち
は
、
川
に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
を
拾
い
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
、
川
が
よ
ご
れ
て
い
る
原
い
ん
は
ゴ
ミ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で

す
。
川
の
よ
ご
れ
の
原
い
ん
は
、
生
活
は
い
水
や
、
ヘ
ド
ロ
な
ど
だ
っ
た
の

で
す
。
生
活
は
い
水
や
ヘ
ド
ロ
の
せ
い
で
、
き
れ
い
な
川
が
き
た
な
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
川
を
守
る
に
は
、
一
人
一
人
が
「
川

を
守
ろ
う
。
」
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
は
川
を
よ
ご
さ
な
い
よ
う
に
努
力
し
た
り
、
工
夫
し
た
り
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
き
れ
い
な
川
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

き
た
な
い
川
も
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

田
沢
小
学
校
　
四
年
一
組
（
現
在
五
年
一
組
）

川
を
き
れ
い
に

桐
生
俊
紀

　
ぽ
く
た
ち
田
沢
小
四
年
は
、
「
川
と
人
問
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
川
を
い
ろ

い
ろ
調
べ
て
き
ま
し
た
。
川
を
散
歩
し
た
り
、
水
し
つ
け
ん
さ
を
し
た
り
し

ま
し
た
。
川
に
は
ゴ
ミ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
水
し
つ
け
ん
さ
の
結
果

は
、
一
番
き
た
な
い
川
は
、
ほ
り
の
川
で
す
。
一
番
き
れ
い
な
川
は
、
清
津

川
の
上
流
で
し
た
。
で
す
か
ら
一
番
魚
が
住
み
や
す
い
川
は
、
清
津
川
で
す
。

一
番
魚
が
住
み
に
く
い
川
は
、
ほ
り
の
川
で
す
。

　
ぼ
く
た
ち
は
、
川
が
き
た
な
い
の
で
、
川
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
の
活
動

を
三
年
生
か
ら
続
け
て
き
ま
し
た
。
川
を
守
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

か
を
話
し
△
・
っ
て
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
川
を
き
れ
い
に
す
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
、
ま
ず
は
ゴ
ミ
の
ポ
イ
す
て
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

な
ぜ
ポ
イ
す
て
す
る
人
が
い
る
か
、
そ
れ
は
、
一
人
が
川
に
ゴ
ミ
を
す
て

れ
ば
、
ま
た
つ
ぎ
の
ひ
と
が
ゴ
ミ
を
す
て
て
い
き
ま
す
。
人
は
み
ん
な
、
同

じ
あ
や
ま
ち
を
く
り
か
え
し
て
い
く
と
川
は
だ
ん
だ
ん
よ
ご
れ
て
い
く
の
で

す
。
で
も
、
川
に
あ
る
ゴ
ミ
を
一
人
が
ち
ょ
っ
と
で
も
拾
え
ば
、
だ
ん
だ
ん

き
れ
い
に
も
ど
っ
て
き
ま
す
。
だ
か
ら
一
人
一
人
の
努
力
や
工
夫
が
必
要
で

す
。
川
は
生
き
て
い
ま
す
。
川
に
ゴ
ミ
を
す
て
れ
ば
、
川
が
な
き
ま
す
。
で

も
ゴ
ミ
を
ひ
ろ
え
ば
、
川
は
喜
び
ま
す
。
き
た
な
い
川
は
、
ゴ
ミ
を
拾
っ
て

き
れ
い
に
。
き
れ
い
な
川
は
、
き
れ
い
な
ま
ま
に
し
ま
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、

ゴ
ミ
を
す
て
な
い
こ
と
や
、
一
人
一
入
の
ゴ
ミ
を
拾
う
努
力
が
必
要
な
の
で

す
。
川
は
大
切
な
宝
物
で
す
。
だ
か
ら

川
は
き
れ
い
じ
ゃ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
川
は
、
人
が
生
き
る
た
め
に
あ
る

川
で
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
生
活
は
い

水
や
ゴ
ミ
が
あ
る
か
ら
川
は
、
ぜ
つ
め

つ
す
る
き
け
ん
せ
い
が
あ
り
ま
す
。
川

に
は
、
ぜ
っ
た
い
ゴ
ミ
を
す
て
な
い
で

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
世
界
に
あ
る
川

を
ゴ
ミ
の
な
い
と
て
も
き
れ
い
な
川
に

し
ま
し
ょ
う
。

響
ミ

4
。
　
一
胴

邸99窃雇
　犬と散歩している光景をよく見かけます。’犬にとってまた飼主に

とって運動の機会として大変よいことだと思います。

散歩中のマナーについては以前からお願いしているところです

が、『フンの始末がされていない』などの苦情が寄せられています。

　散歩のマナーを守り、ブンの始末は必ず行なってください。
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郷

1
・

籔
麟

住民基本台帳カード、運転免許証などを窓ロで　　　　　住民基本台帳カードの交付をうけている場合、

提示することによって　　　　　　　　　　　　　　　転出届を事前に郵送でおこなうことにより、

全国どこの市区町村でも　　　　　住所変更の手続きで
自分の住民票の写しが　　　　　　窓ロに行くのは

とれるようになります・　　　　　転入の時に1回だけで済みます。
※戸籍の表示を省略したものになります。

こ希望の方には

住民基本台帳カードが交付されます。
　㊧全国で住基ネットを利用している事務（パスポート発行など）で本人確認に利用できます。

　㊥公的個人認証サービスのカードとして利用できます。

　働写真つきを希望した場合は、公的な証明書として利用できます。　　　　　　　　＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（申請時に写真をこ持参いただく必要があります。）　　　　　　　　　　　　　　嘗

　※住民基本台帳カードの交付には500円の手数料がかかります。　　　、

　住民基本台帳カードの交付手続きは
　次号（8月25日号）にてご案内します。

サ
　
魚
碑

細
『

Ψ

霜

峨
　
　
聯

欝

盈63－3111（内線122）
E－mail　info＠vi”．nakasato．niigata．jp高橋剛

㊥お問合わせ先

　中里村役場民生課住民係

鐙麟聯⑬醗趨愚灘愚麟憩鰺纏繍麟鰺麟鱒懸轡癖欝鯵麟鍵齢黎騰働趣鹸愚愚馨曝麟醗轡繍㈱齢磯磯鍛働窃錘鐘癖癒趣鐘癒鎗鐘鐵櫛鯵麟瀞鱒鰹麟㊨醗鹸櫛囎緯繍愚醗曝締憩麟働懸鎗纏働鎗難轡簿囎欝麟鱒馨

　
新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
で
は
平
成

16

年
度
の
生
徒
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

◆
募
集
訓
練
科
・
期
間

・
電
気
施
設
科
　
1
年
間

・
建
　
築
　
科
　
2
年
間

・
左
　
官
　
科
　
2
年
間

◆
応
募
資
格

○
電
気
施
設
科

・
高
等
学
校
以
上
を
卒
業
し
た
者

　
（
平
成
1
6
年
3
骨
卒
業
予
定
者
を
含
む
）

・
推
薦
選
考
は
高
等
学
校
長
が
推
薦
で
き
る
者

　
（
推
薦
は
卒
業
予
定
者
の
み
）

○
建
築
科
・
左
官
科

・
中
学
校
又
は
高
等
学
校
以
上
を
卒
業
し
た
者

　
（
平
成
1
6
年
3
月
卒
業
予
定
者
を
含
む
）

◆
願
書
受
付
期
間

・
推
薦
選
考
（
電
気
施
設
科
の
み
）

　
平
成
1
5
年
9
月
1
7
日
～
1
0
月
1
日
ま
で

・
一
般
選
考

　
平
成
1
5
年
1
0
月
怖
日
～
1
1
月
6
日
ま
で

◆
選
考
日
時

・
推
薦
選
考
（
電
気
施
設
科
の
み
）

　
平
成
1
5
年
1
0
月
8
日
㈱
　
午
前
8
時
3
0
分

・
一
般
選
考

　
平
成
1
5
年
1
1
月
1
9
日
困
　
午
前
8
時
30
分

◆
問
合
せ
先

　
新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　
E
O
2
5
7
9
1
4
1
2
4
1
0

広報なかさと平成15年8月10日7



．懸灘騒鰯醒愚雛、馨欝灘灘撚灘羅羅灘

灘　 錘　鱗

灘難

‘

　　窒　　垂　　ぎ　　歪　　ま　　妻

雛翻鰭

魏　濤

火の粉を飛び散らせながらの鉄板の切断や、溶接を初めて体験！

指導にあたった青木のえ先生と一緒に作品の完成を喜びました。

　樹

　　　辮，罷講難　鑛灘
　き
　　．県．矯・、三．難 灘’．　．．

　　　　　　　で　　　　　　　ロ　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　ロ　　　　　　　　ヒ　　　　　　轍・甲　r　　　　　　－　　　No。1難，購鞭灘

難襲羅雌騒騨

ち
紛
笏
垂
酵
募
②
警
豊
爾

　
7
月
5
日
…
国
・
6
日
㈹
・
2
6
日
…
国
・
27
日
日
の
四
日
間

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
八
ロ
ー
ホ
リ
デ
ー
“
芸
術
作
品
に

挑
戦
し
よ
う
”
で
は
2
4
名
の
子
供
た
ち
が
鉄
の
芸
術
作
品

づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

⑭醐騨⑭動騨9爵＠常鮪面惚瞬G章翻齢騒慰藤趣爾藤僻晶鋤鞍勲敬壇碑醤⑳碑禦軸顧慾騨棚聖卿物鞭騨9応四㊥砲脚曲騨o晦騨9彫餌o邸餌糧麟醇晦騨9醗餌邨鰹9駈鯖｝韓嵯霞鰍舜幡艦磁簿轡骸繍む㊧働＠獅笹遊碑嶺＠劾瀞軸騨遡軸糎曲碑②興碑物軸韓額鯉面魍騨㊨彫騨膨偲廓悔電面纈爾勝磁鯨9燈廓齢磁面営思8雌露廊む齢嚇碧廊む峻勘燈＠顧侮⑳窃融⑰伽鞭魯櫛，囎9壊⑪曹筋奥㊥彫騨凹恥8ゆ贈6

鞠驚驚難騨醗難曝匹馳『　『』F　　　　　　　P　響
　幽　一一　 難　　　　　　　　 麺　　灘・
　　　　　　　　祀　　P・　一　 蝿　　鑑　嚢、

　　　　　　　　　　　　　　　甥　　　　翻　　瓢・・藝．　　　　　　　ε　響　　建欝
　　　　　　　　　　　　　　　　　

懸慈1，、1灘灘難轡　醐

I　T講習　真剣にパソコンにとりくむ。　　　みのり学園は津南町との交流。

．i灘齪霧議難
　灘籾難嬬轍

雛鐡

7月のひまわり家庭教育学級は音楽鑑賞
お家の方も一緒に楽しみました。

造形教室参加者募集
中里村絵画サークルでは佐藤祐司先生を講師に迎えて造形教

室を企画、参加者を募っています。

8月6日㈱　PM7：30～10：00　パステル画

8月9日（±）PM1100～4：00　石でアート
8月17日（日〉PM1：00～4100　パスチル画

版画コース・テラ・コツテ製作コース

8月20日㈱　　　9月3日㈱

簿0月1日㈱　　10月15日㈱

9月17日㈱
PM7：30～10：00

8



2003年

藏麟さと属謡流o・盆おどの
…幻想的なメルヘン灯篭の中でふるさとの民謡を…

8月16日出午後7時30分一午後9時30分

集合場所：J　A低温倉庫脇（午後7時30分）

コース：J　A低温倉庫（午後7時45分出発）

　　　　　　・ゆUモール正面駐車場
内　　容：中里音頭・妻有盆唄で民謡流し

　　　カラス踊り・ホーカイ節・十日町小唄（盆おどり）

鞍糞勲触霧旛赦冑業瓢
子どもの心と親の

対応について、事

第2回『子どもとの人間関係をどう築いていくか』鰭麗歎
　　　　　　補導や相談を通してみた子どもたち

講師：新潟県警察本部少年課長岡少年サポートセンター高森美紀子様

i羅⑳怒
日時・9月17日㈱午後3時一午後4時30分

会場＝田沢小学校体育館

対象：村内小中学生の親および祖父母
　　（子供たちの参加はこ遠慮ください。）

参額饗募集
高齢者講座みのり学園

　遡41▲▼

群馬鱒之綱羅薬無園墾

とき：9月11日㈲
参加費：6，500円（当日徴収）

申込み〆切：8月20日㈱

※みのり学園に通っていなくても、
参加できます。．．

中里村公民館まで

手づくり工芸教室『布を使った小物作り』

9月25日・10月2・9・16日（毎週木曜）

および10月17日囲午後塒30分～

　
　
卸
野

　
　
　

：
：
　

：
：
〆

場
師
　
費
品
み

　
　
　
加
備
込

会
講
　
参
準
申

熊鞍込み・間含樹弗塁村公民館侮6灘4％）ま響

お問い合わせは●中里村教育委員会生涯学習課盈63－4478

9　　広報なかさと平成15年8月10日



国民年金の保険料には免除制度があります盟
磁国民年金の保険料には、「申請免除」と「法定免除」の2種類があります。㌻

　　　　　　　……（全額免除・半額免除）

　所得が低いなどの経済的理由や特別な理由により保険料を納められないときには申請して認められると毎月の保

険料の納付を免除されます。

　保険料が全額（13，300円）免除される「全額免除」と半額（6，650円）免除される「半額免除」があります。半額免

除は全額免除より判定基準が緩やかになっています。

こ注意ください！1半額免除の承認を受けても、半額の保険料を納めないと保険料は未納扱いとなってしまします。

対象となる人

●前年の所得（収入）が少なく、保険料を納めることが困難な場合

●障害者または寡婦であって、前年の所得が125万円以下の場合

●生活保護法による生活扶助以外の扶助を受けている場合

●特例的な事由による場合

●申請のあった日の含まれる年度やその前年度において

①震災、風水害、火災その他これらに類する災害により、被害金額

　が財産の価格のおおむね2分の1以上である損害を受けたとき

②失業により保険料を納付することが困難と認められるとき

③事業の休止または廃止により厚生労働省が実施する離職者支援資

　金貸付制度による貸付金の交付を受けたとき

④その他、上記以外でも対象となる場合がありますので係までご照会ください。

対象となる人

……下記対象者は届け出ると保険料の納付を免除されます。

●障害年金の受給権がある人（3級は除く）

●生活保護法による生活扶助を受けている人　　など

圏申請手続きは…

◆持参するもの　印鑑（認印でよい）、年金手帳、この他に上記（日）～（幻の理由で申請する場合にはその事実を証明

　　　　　　　できるもの（失業の場合には雇用保険受給資格者証の写し等）

◎申請できるのは申請日の属する月の前月分の保険料からとなります。

◇申請書の提出、国民年金に関するお問合せ　役場民生課住民係　晋63－3111（内線122）

聯鍛㈱騨嚇曝繍⑲麟醸㊨鱒麟幽魯癒轡響馨麟繕癒鞍⑳癖癖鯵雛欝燈鍛藤像磐聯瀞麟麟⑳醗囎麟愚囎麟藤囎幡磯欝癒鯵癖癬囎霧磁癒鐘麟簿燈纏融欝鱒鹸㊨㈱麟㈱繕鍛麟繍癒麟嚢繕鯵齢欝⑳趣繰癖趣麟騨鯨

　　　　　　　　　　　　　4・5・6・7月／入／札／結／果／

工　　　事　　　名 場所． 工事費 講負業者
簡易水道事業課命区配水管布設替下補15・16・17工区工事 宮　中 11，235，000円 ㈲　信　濃　設　備
村単村道改良事業村道宮中貝野林線改良工事 宮　中 2，887，500円 ㈲　　吉　　楽　　組
簡易水道事業重地地区簡易水道施設実施設計業務委託 重　地 9，240，000円 ㈱中央設計技術研究所
簡易水道事業中央地区配水管布設替下補1工区工事 通り山 5，670，000円 ㈲　樋　口　水　道
簡易水道事業貝野地区配水管布設水道1工区工事 堀之内 6，300，000円 大村建設株式会社
特定環境保全公共下水道事業下補15－101号（1工区）汚水管渠新設工事 通り山 14，458，500円 ㈲　滝　沢　重　機
特定環境保全公共下水道事業下補第15－319（2工区）汚水管渠新設工事 重　地 10，605，000円 ㈱　三　高　土　木
特定環境保全公共下水道事業下補第15－319（3工区）汚水管渠新設工事 重　地 3，570，000円 ㈲　宗　家　土　建
特定環境保全公共下水道事業下補第15－325（4工区）汚水管渠新設工事 重　地 9，555，000円 南雲産業南雲久作
緊急地方道路整備事業村道如来寺大原線消雪パイプ工事 如来寺 13，650，000円 ㈱　　　　拓　　　　越

緊急地方道路整備事業村道田沢山崎線消雪パイプ工事 田　沢 13，650，000円 ㈱　鈴　木　土　建
村単村道改良事業村道白羽毛浦の平線改良工事 白羽毛 7，350，000円 高　幸　建　設　㈱
村単村道改良事業村道如来寺如来堂線改良工事 如来寺 1，932，000円 ㈲　滝　沢　重　機
簡易水道事業重地地区配水管布設水道2工区工事 重　地 4，830，000円 ㈱　鈴　木　土　建
村単村道改良事業村道内後三ッ京塚線改良工事 堀之内 6，615，000円 ㈲　山　田　建　設
雪寒地域建設機械整備事業除雪ドーザ13t級車輪式 18，690，000円 上越ティー・シー●エム㈱

林道開設事業森林管理道新屋敷線開設工事 貝　野 34，230，000円 高　幸　建　設　㈱
特定環境保全公共下水道事業下補第15－409（13工区）汚水管渠新設工事 宮　中 4，200，000円 ㈲　山　田　建　設
特定環境保全公共下水道事業下補第15－423（10工区）汚水管渠新設工事 堀之内 5，040，000円 大　隆　建　設　㈱
簡易水道事業貝野地区配水管布設水道3工区工事 堀之内 2，520，000円 ㈲倉俣住宅設備
簡易水道事業重地地区簡易水道水源さく井工事 重　地 8，190，000円 ㈱　中　由　商　会
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十
日
町
地
区
ポ
ン
プ
操
法
競
技
套
癒

　
　
　
　
　
「
干
溝
チ
ー
ム
」
優
勝

　
7
月
1
3
日
⑲
、
第
31
回
新
潟
県
消

防
協
会
十
日
町
地
区
支
会
ポ
ン
プ
操

法
競
技
会
が
十
日
町
生
鮮
食
品
㈱
駐

車
場
で
開
催
さ
れ
、
中
里
村
代
表
と

し
て
6
月
2
2
日
に
実
施
さ
れ
た
中
里

村
消
防
団
の
大
会
に
お
い
て
優
勝
し

た
第
一
分
団
第
二
部
一
班
（
干
溝
チ

ー
ム
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
十
日
町
市
か
ら
2
チ
ー

ム
、
川
西
町
、
津
南
町
、
中
里
村
、

松
代
町
、
松
之
山
町
か
ら
各
ー
チ
ー

ム
の
計
7
チ
ー
ム
に
よ
り
操
法
の
技

術
を
競
い
ま
し
た
。

　
干
溝
チ
ー
ム
は
毎
晩
総
合
セ
ン
タ

ー
前
で
厳
し
い
訓
練
を
積
み
重
ね
、

大
会
当
日
に
は
規
律
あ
る
行
動
と
訓

練
の
成
果
を
充
分
に
発
揮
し
、
堂
々

優
勝
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　
出
場
選
手
と
成
績
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
結
　
果

優
勝
　
中
里
村
消
防
団
（
干
溝
）

　
　
・
指
揮
者
　
樋
口
利
和

　
　
・
一
番
員
　
小
林
　
誠

　
　
・
二
番
員
し
樋
口
正
寿

　
　
・
三
番
員
　
江
村
　
学

　
　
・
補
助
員
　
広
田
昌
人

二
位
十
日
町
市
消
防
団
（
船
坂
）

三
位
　
十
日
町
市
消
防
団
（
樽
沢
）

　
魏伽㈱＿棚軸“聯鱒㈱鰯環螂ま．鯵癬

〉
干
溝
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

信
濃
川
に
流
れ
る
リ
コ
ー
ダ
ー
の
音
色

「
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
頓
屡

　
7
月
2
0
日
㈲
、
ミ
オ
ン
な
か
さ
と

で
「
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
駐
車
場
に
は
た
く
さ
ん
の
出
店
が

立
ち
並
び
、
ニ
ジ
マ
ス
の
つ
か
み
取

り
や
お
い
し
そ
う
な
に
お
い
を
漂
わ

せ
る
飲
食
店
な
ど
、
祭
り
ら
し
い
雰

囲
気
に
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
訪
れ

ま
し
た
。

　
ミ
オ
ン
祭
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中

に
、
今
回
始
め
て
「
信
濃
川
リ
コ
ー

清
津
川
の
水
ぽ
．

、
清
津
川
に
灘

　
7
月
2
1
日
㈲
、
ゆ
く
ら
妻
有
裏
の

河
川
敷
で
、
ふ
る
さ
と
清
津
川
を
守

る
会
の
人
た
ち
が
主
催
と
な
り
、
大

地
の
芸
術
祭
協
賛
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

作
品
名
「
清
津
川
の
水
は
清
津
川
に

〃
ど
が
展
示
さ
れ
、
ニ
ジ
マ
ス
の
つ

か
み
取
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
清
津
峡
小
学
校
児
童

が
絵
付
け
な
ど
を
し
た
鯉
の
ぼ
り
や

鯉
を
模
っ
た
ト
ン
ネ
ル
、
そ
し
て
現

在
、
発
電
の
た
め
に
清
津
川
か
ら
取

水
さ
れ
、
魚
野
川
へ
流
れ
て
い
る
現

ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
星
の
広
場
で

行
わ
れ
、
十
日
町
市
、
津
南
町
、
そ

し
て
中
里
村
の
小
学
生
や
一
般
の
方

た
ち
が
参
加
し
、
柔
ら
か
な
リ
コ
ー

ダ
ー
の
音
色
が
信
濃
川
に
染
み
込
む

よ
う
に
優
し
く
響
い
て
い
ま
し
た
。

　
突
然
の
夕
立
で
、
一
時
は
中
断
し

た
も
の
の
、
最
後
ま
で
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
が
リ
コ
ー
ダ
ー
の
音
色
に
耳

を
傾
け
、
演
奏
者
に
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

状
を
わ
か
り
や
す
く
写
真
や
図
な
ど

で
説
明
し
た
ポ
ッ
プ
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

瓢
瀬
，

　
　
寓
　
澱

　　　　　　　縷　　　　　　謙

灘

＞
カ
ラ
フ
ル
な
ト
ン
ネ
ル

．
購
灘
灘
．
馨

懸
難
灘
購

懸
、
麟
鐸
饗

魏
撚
辮
・
．
［

撚
灘
簸
『

▲リコーダーコンテストにはたくさんの人が

　集まりました

田
沢
剣
道
小
学
生
女
景

、
中
越
大
会
優
勝
灘

　
6
月
2
9
日
㈹
、
田
沢
剣
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
「
第
2
5
回
中
越
地
区
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
大
会
」
に
出
場

し
、
小
学
生
女
子
団
体
の
部
で
見
事

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
田
沢
剣
道
女
子
は
、
大
会
の
雰
囲

気
や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
飲
ま
れ
な
い

よ
う
に
お
互
い
に
励
ま
し
あ
い
、
試

合
が
始
ま
る
と
引
き
締
ま
っ
た
表
情

に
な
り
落
ち
着
い
た
様
子
で
試
合
を

展
開
し
、
優
勝
を
決
め
た
試
合
後
に

は
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

◆
田
沢
剣
道
小
学
生
女
子
出
場
選
手

　
先
鋒
吉
楽
宏
美

　
中
堅
渡
邉
響
子

　
大
将
上
原
有
貴

広報なカ～さと　平成15年8月10日11



圏團麗圏

藤田幸大くん（1歳）⑳
利行・春艶さん夫妻の長男（清田山）、

　好き嫌いなく何でもよく食べるとい

う幸大くん。そのおかげで身長ものび、

力もだいぶ強くなってきました。

　毎日決まった時間に欠かさず周辺を

散歩。近所で飼っている犬を可愛がっ

たり、風車を眺めたりと飽きることが

なく、今は家の前で工事をしているた

め、重機を見ては喜んではしゃぐそう

です。

　お母さんはそんな幸大くんに「一生

懸命勉強してお医者さんになって、中

里村の人たちを助けてあげてね。」と

・

灘
懸

　　　　「私の見た信濃川写真コンテスト」募集要項

◆募集作品

①信濃川（洗堰（分水町）から下流を除く）、魚野川、大河津分水路

　を撮影した風景写真、または、前記河川で撮影されたもので、竜人や

　行事も含めた写真とします。

②未発表の作晶で窪人3点以内とし、アマチュアに限ります。

③作晶サイズはキャビネ以上4ツ切までとし、組写翼は除きます。

◆募集締切　　平成15年11月朽日㈹まで

◆発表審査会（12月上旬予定）終了後、入賞者に通知します。

◆表彰①最優秀賞講点賞状、副賞（3万円相当）
　　　　　②社団法人北陸建設弘済会理事長賞

　　　　　　　　　　課点　賞状、副賞（3万円相当）
　　　　　③優秀賞　　2点　賞状、副賞（3万円相当）

　　　　　④入　選　　6点　賞状、副賞（5千円相当）

◆応募先　〒940－08邸長岡市州崎町2249引

　　　　　社団法人北陸建設弘済会　長岡支所　担当：棚橋

　　　　　盟匿0258－32－3484

平
成
1
5
年
度
人
権
講
演
会

（
六
日
町
会
場
）
開
催

　
社
会
に
残
っ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
・
偏

見
意
識
の
根
絶
を
図
る
た
め
、
県
民
一
人
ひ

と
り
が
日
常
生
活
の
様
々
な
問
題
を
人
権
と

い
う
視
点
で
と
ら
え
直
し
、
人
権
尊
重
の
意

識
を
高
め
て
い
く
契
機
と
し
て
、
次
の
と
お

り
人
権
啓
発
に
係
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
主
　
催

　
新
潟
県
、
新
潟
県
教
育
委
員
会

◆
日
時
9
月
3
日
伽

　
午
後
1
時
2
0
分
か
ら

◆
会
場
六
目
町
文
化
会
館

◆
講
　
演

　
「
男
女
共
同
参
画
～
女
性
の
過
去
・
現
在
・

　
未
来
～
」
家
族
力
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
エ
ッ
セ

　
イ
ス
ト
　
宮
本
ま
き
子

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
新
潟
県
人
権
啓
発
室

　
忠
0
2
5
1
2
8
0
1
5
1
8
1

　
剛
0
2
5
1
2
8
0
1
5
7
4
2

ニ
ュ
灘
繕
麟
撚
提
菰
る
さ
と

応
援
燕
蒙
総
鞠
類
朦
勤
成

事
業
《
追
加
鐘
耀
饗
欝
饗
肇

特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み

に
助
成
し
ま
す
〃

　
自
分
達
の
住
む
ま
ち
を
自
分
た
ち

で
よ
く
し
て
い
き
た
い
。
新
し
い
発

想
で
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
。

団
体
に
地
域
の
知
恵
と
意
欲
を
形
に

す
る
た
め
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
資
金

面
で
お
手
伝
い
し
ま
す
。
ふ
る
さ
と

を
元
気
に
す
る
助
成
事
業
で
す
。

◎
住
民
参
加
の
地
域
づ
く
り
活
動
に

　
取
り
組
む
民
間
の
団
体
に
助
成
し

　
ま
す
。

◎
発
送
や
着
眼
に
特
色
が
あ
り
、
他

　
の
モ
デ
ル
と
な
り
得
る
よ
う
な
活

　
動
に
助
成
し
ま
す
。

◎
新
に
実
施
す
る
活
動
や
新
た
な
展

　
開
を
図
る
活
動
に
助
成
し
ま
す
。

◎
助
成
事
業
の
状
況
は
公
表
し
て
、

　
活
動
の
ヒ
ン
ト
や
交
流
の
き
っ
か

　
け
に
活
か
し
ま
す
。

◆
申
込
み
は
所
定
様
式
の
申
込
書
で

　
9
月
1
2
日
囲
ま
で
に
ど
う
ぞ
。
（
選

　
考
に
よ
り
助
成
事
業
を
決
定
し
ま

　
す
。
）

◆
詳
し
い
こ
と
を
知
り
た
い
団
体
は
、

　
役
場
企
画
観
光
課
に
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
盈
6
3
1
3
1
1
1
（
内
線
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

恥
鰭
灘
癬
盤
難
羅
“
難
蓼
鍵
羅
蟹
灘
難
藤
鍵
鯵
灘
灘
撫
鰻
響
難
麟
羅
鱗
醗
響
購
勲
醸
雛
躍
響
醗
嚢
轄
麟
難
羅
鰹
騨
麟
鑑
灘
獲
羅
鰻
鑛
灘
醗
襯
麗
簿
轡
盛
講
懸
羅
皿
麟
醜
麟
態
麗
馨
雛
餓
灘
峨
響
曝
麟
麗
薩
鷹
騨

家
庭
嚢
繊
謹
紛
講
習
会

の
お
知
5
懸

　
犬
に
よ
る
苦
情
を
減
ら
す
に
は
、

飼
主
の
し
つ
け
が
大
切
で
す
。
事

故
や
ト
ラ
ブ
ル
の
減
少
を
目
指
し

て
、
一
般
飼
主
を
対
象
と
し
た
講
習

会
を
開
催
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
主
　
催

　
動
物
愛
護
協
会
十
日
町
支
部

◆
日
　
程

　
9
月
4
、
1
1
、
1
8
日
の
3
日
間

　
午
後
7
時
30
分
～
1
時
間
半

◆
会
　
場

　
十
日
町
健
康
福
祉
事
務
所

◆
受
講
料
　
1
、
O
O
O
円

　
（
動
物
愛
護
協
会
に
加
入
さ
れ
る

　
場
合
は
更
に
ー
、
O
O
O
円
が
必

　
要
に
な
り
ま
す
。
）

◆
申
込
方
法

　
電
話
に
よ
り
十
日
町
健
康
福
祉
事

　
務
所
衛
生
環
境
課
ま
で
申
込
み
く

　
だ
さ
い
。

　
晋
5
7
1
2
7
0
7

◆
問
合
せ
先

・
十
日
町
健
康
福
祉
事
務
所
衛
生
環

　
境
課
　
盈
5
7
1
2
7
0
7

・
中
里
村
役
場
環
境
課
環
境
係

　
晋
6
3
1
3
1
1
1
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醤闘響闘

　　　　　　　お鰹鍬轡耀轡輿⑱

　　　　　　　勢

嶺｛樋・聯干溝

中宮　一
美

貴
和
山村｛ほ歩縛瑞

編｛上原聡将美／上山

灘｛南雲葺霜／堀之内

鞘｛服部廉理隼／如来寺

灘

｛滝沢和也　田　代
中林妙子　十日町市

荒
山
倉
上
堀
東
朴

（
　

（
　

（
　

（
　

（
　

（
　

（

ン
一
義
ヅ
郎
雄
子

　
　
　
　
一

ゲ
常
春
力
安
剛
ツ

木
澤
原
樂
雲
田
高

鈴
瀧
栞
吉
南
山
古
※掲載を希望しない方は届け出の際に
申し出てください。

今月の納税と振替圖

税
税
料
料
道

民
険
水

　
保
保
育

県
護
下

村
国
介
保
塞

口
田
■
田
■

（⑭月玉日）

（9月1日）

（㊥月1日）

（9月1日）

18麗5日）

濃
業
所
得
韓
係
る
　
、
蟹

収
支
計
算
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　
所
得
税
は
、
納
税
者
の
方
が
自
ら
正
し
い
所
得
を
計
算
し
て
申
告

と
納
税
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
農
業
所
得
に
つ
い
て
も
、
自
己
の
収
入
金
額
及
び
必
要
経
費
に
基

づ
い
て
計
算
を
す
る
収
支
計
算
が
原
則
で
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
日
程
で
収
支
計
算
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

森
愚
鐵
輩
圏
聴
蒸
欝
嚢
場
膨

◆
日
　
時
　
平
成
1
5
年
9
月
2
日
㈹
　
午
前
9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

《
謹
鐵
講
圏
晦
顛
里
叢
盤
嚢
場
難

◆
日
時
平
成
1
5
年
9
月
3
日
㈱
午
前
9
時
3
0
分
～
η
時
3
0
分

　
※
な
お
、
・
ど
ち
ら
の
会
場
で
も
説
明
す
る
内
容
は
同
じ
で
す
。

◆
講
　
師
　
関
東
信
越
税
理
士
会
十
日
町
支
部
所
属
税
理
士

◆
対
象
者
　
農
業
所
得
の
あ
る
方
、
◆
主
　
催
　
十
日
町
税
務
署

◆
説
明
に
関
す
る
問
合
せ
先
　
十
日
町
税
務
署
個
人
課
税
部
門

　
忠
5
2
－
3
1
8
1

倉俣診療所・歯科診療所、休診のお知ら慧

倉俣診療所は8月循圖團．歯科診療所は8月鱗㈱．朽日㈱は、

休診とさせて儲掩だ巻ます。

9月1日よ駿国民健康保険証が変わります

現在のFピンク色』の保険証は．8月鋼日で有効期限が切れ、

9月講日がらは「空色』の保険証綻な響ます。

新し儲保険証の交付ほ．8月業頃儲区長さんを通鯵交付する予

定姪す。

灘難　鵬　　　灘雛囎　　　　縫嚇　　　　磯　雛羅　礫　慧鑛鰯灘購灘錘郷騒難騰顛灘羅魏繋一灘獺簸一惣雛難灘縫　

懸

嚢
鐘

　

醸が平成15年10月26日に執行予定です。
・鍵

　公職選挙法第38条において、「各投票区における選挙人名簿に登

．録された者の中から、二人以上五人以下の投票立会人を選任」する
難

　こととなっており、中里村選挙管理委員会では、この投票立会人を　議

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
慧　　　　　　　　　鋸一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成15年11月19日の任期満了に伴なう、中里村議会議員一般選挙嚢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鷲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繋

ノ

難交通事故件数………………13件

盤死　　　　者………………　1人

難傷　　　　者………………19人

響死亡事故ゼロ……………170日

　次のとおり公募します。

◆対象者　選挙期日に中里村の選挙人名簿に登録されている者

◆公募人数　第1投票所　3名、第2～14投票所　各2名ずつ

　・投票が公正に執行されているかどうか立ち会います。

　・就業日時は、投票日の午前6時30分から投票時間終了（午後6

　’　時～午後8時）まで。（各投票所で終了時問が違います。）

◆報酬等　報酬及び費用弁償として、当日ll，800円をお支払いしま

　　　　す。
◆その他　申込み先着順に受け付け、選挙管理委員会で名簿に登録

　　　　されているなどの確認をしたあと、正式に依頼をします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1◆申込締切　平成15年9月10日㈱　午後5時まで

◆申込み・問合せ先

　詳しくは中里村選挙管理委員会まで　晋63－3111
　欝　織　　　　　羅麟灘　 轟　 纈籔縣㈱鰺　鱗騰魏難i鶴勲縫鶴鱗繊協鱗難一鰻一灘辮馨雛雛鱗雛癬翻鱗翼艶辮奪縣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蕪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱗

嚢

・◆主な仕事内容
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霧蟹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　躍

翼

　
羅

13　　広報なかさと平成15年8月10日
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／8月15日～9月5日．＼
暮二》しのプ㌧しンウ「一

15働

心配こと相談（廣田和子）固デイサービス
センター　◎13：30～16：00

地区対抗（盆）野球大会　固村民グラウンド

清田山自然運動公園まつり　固清田山自然
運動公園

16（士） なかさと民謡流し　◎19：30～

17（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影固ユーモ
ーノレ　　◎11：00～11：40

18（月）

19㈹
遊びの教室　固総合センター
◎9：30～10：00受付

子宮がん検診・乳がん検診　固上村病院
◎13：30～14：30受付

20㈱ 補聴器相談（リオン）固役場◎13：45～14：00

21㈲

22働 心配こと相談（樋口虎治郎）固デイサービスセンター　◎13：30～16：00

23仕）

24（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影固ユーモ
ーノレ　　◎11：00（）11：40

25（月） 補聴器相談（キコエ）固役場
◎15：30～16：00

26㈹

27㈱
乳幼児健康診査　固総合センター
◎13：00～14：00受付

胃がん・大腸がん検診　固重地構造改善セ
ンター　◎7：30～10：00受付

28（木〉

三種混合　固保健センター
◎14：00～14：30受付

胃がん・大腸がん検診　固倉俣集落開発セ
ンター　◎7：30～10：00受付

29働 心配こと相談（南雲勝男）固デイサービスセンター　◎13：30～16：00

30仕）

31（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影固ユーモ
ーノレ　　◎11：00～11：40

．1（月）

2㈹

乳幼児身体測定・健康相談　固保健センタ
ー　◎9：30～11：00受付

子宮がん検診・乳がん検診
◎14：00～16：30受付

3㈱ 補聴器相談（リオン）固役場
◎13：45～14：00

4体）

5働 心配こと相談（村山篤稔）固デイサービス
センター　◎13：30～16：00

※変嚢駿癒場禽撚灘躾難騰漆駕の際隊
　　　　　　　　確認巻欝願糖骸謙寮。
◎圏

7月末現在（）は前月比

男　3，155人（一2）

女3，188人（±O）
計6，343人（一2）
　　1，690　　（十　1）

●人ロ

●世帯数

　税関では、終戦後の混乱期に戦地から引、き揚げてきた方々が、

当時国内に持ち込むことができず税関等に預けた通貨や証券な

どをお返ししています。

　これは、昭和28年から実施されているもので、お心当たり

の方はお気軽にお問合わせください。

　お返しする通貨等は以下のものです。

◎終戦後、外地から引き揚げてきた方々が上陸地の税関・海運

　局に預けた通貨・証券など

◎外地の集結地において、総領事館等に預けた証券などのうち、

　その後、日本に返還されたもの

　これらの手続きは、本人だけでなく家族の方々も問い合わせ

することができます。

　また、．実際に届けたかどうか不明な場合でも調査できること

があります。

　なお、上陸地が新潟以外の方もお気軽にこ相談ください。

◆問合せ先

　〒950－0072新潟市竜が島1－5－4　新潟港湾合同庁舎内

　新潟税関支署　統括監視官第2部門

　盈025－244－9314（土・日曜を除く）

U
・
ー
タ
置
ン

　
　
　
登
録
制
度
に
つ
い
て

　
中
里
村
・
八
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
∪
・

i
タ
ー
ン
を
希
望
し
て
い
る
方
の
登
録

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
希
望
の
就
職
条
件
を

登
録
す
る
も
の
で
、
定
期
的
に
求
人
情

報
を
提
供
す
る
ほ
か
、
就
職
相
談
・
職

業
紹
介
も
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
∪
・
1
夕
ー
ン
希
望
者
対
象

に
、
次
の
日
程
で
フ
エ
ア
を
開
催
し
ま

す
。
◆
日
時
1
0
月
2
5
、
2
6
日

　
午
後
1
時
～
午
後
4
時
3
0
分

◆
会
　
場
　
表
参
道
・
新
潟
館
ネ
ス
パ

　
ス
新
潟
∪
夕
ー
ン
情
報
セ
ン
タ
ー

◆
問
合
せ
先
　
八
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

　
盈
5
7
1
2
4
0
7

8／17 ㊦山ロー医院葎含謂
冨
ア
9
　
8
／ 24
－

庭　野　医　院葎謡鍋

8／31 たかき医院葎欝鵠

　
今
年
は
7
月
下
旬
ま
で
梅
雨
が
明

け
ず
、
気
温
も
あ
ま
り
上
が
ら
な
か

っ
た
の
で
涼
し
い
夏
を
過
ご
せ
る
か

と
思
い
き
や
、
梅
雨
が
明
け
た
と
た

ん
に
真
夏
の
暑
さ
。
蝉
も
一
斉
に
鳴

き
だ
し
、
夏
本
番
と
い
う
気
候
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
は
夏
休
み
。
プ
ー
ル

の
道
具
を
手
に
登
校
し
て
い
る
姿
を

見
る
と
、
自
分
の
小
学
生
だ
っ
た
こ

ろ
の
記
憶
の
断
片
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま

す
。　
そ
の
記
憶
の
断
片
は
ど
れ
を
見
て

も
動
画
で
は
な
く
、
ス
ナ
ッ
プ
写
真

の
よ
う
な
あ
る
一
瞬
を
捉
え
た
静
止

画
面
で
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
今
で
も
鮮
明
に
思
い
出
せ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
蝉
の

声
、
川
の
流
れ
、
そ
し
て
風
鈴
の
音
。

今
も
変
わ
ら
ず
夏
に
な
る
と
響
い
て

い
ま
す
。


